
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

えほん 

低学年 
  

 

げたばこかいぎ 
村上しいこ 作 高畠那生 絵   

PHP 研究所  

 ある夜
よる

はるとは、げたばこのくつたちが

あつまる「げたばこかいぎ」によばれまし

た。パパのかわぐつやママのサンダルい

もうとのながぐつなど、家
いえ

じゅうのくつがあ

つまっています。 くつたちは、パパのか

わぐつがくさいので、はるとからパパにつ

たえてほしいといいます。はるとは、パパ

がきずつくから、そんなことはいえないと

いうのですが、くつたちはきいてくれませ

ん。そもそも、どうしてくつがくさくなるのか

な？はるとは知
し

りたくなりました。 

トントンとリッキのかいぞくせん 

やえがしなおこ 作 松成真理子 絵  

講談社  

 
山
やま

のふもとの、小さないえ。くまの子ト

ントンは、おとうさん、おかあさん、おにい

ちゃんといっしょにくらしていました。ある

ひ、おとなりにくまの女
おんな

の子
こ

リッキがひっ

こしてきました。げんきいっぱいのリッキ

は、じぶんのことをかいぞくだといいま

す。トントンはびっくりして、あいさつにわ

たすつもりだったクッキーをもってかえっ

てしまいました。リッキのことを「へんなこ

とばかりいう子」だなとおもったトントン。

ふたりはなかよくなれるでしょうか？ 

やせいのパパ 
フィリップ・バンティング 作  

堀江里美 訳    

化学同人 

こどもたちがけんこうで、かしこく

つよいこにそだつように、やせいの

パパたちは、いっしょうけんめいが

んばっている。 

ママのうんだたまごを、せなかに

のせたり、おなかのなかでそだてた

り、くちのなかにいれてまもったりす

るパパ。きみたちのパパは、なにを

してくれるかな？ 

『やせいのママ』もあります。 

ライラックどおりのおひるごはん 

―みんなでたべたいせかいのﾚｼﾋﾟ― 

フェリシタ・サラ 作 石津ちひろ 訳 

BL 出版             

ライラックどおり 10ばんちのたて

ものからは、いつもいいにおいがた

だよってきます。つくっているのは、

スペインのサルモレホ（トマトの冷製

スープ）、メキシコのワカモレ（アボ

カドのディップ）、日本の親子どんぶ

りなど。りょうりのよういができたら、

みんなおさらを手に、にわにあつま

ります。 



 

  

中学年 

高学年以上 
  

 
一
いち

撃
げき

をねらえ!  
     あさだりん 作 酒井以 絵

金の星社  

 

コカチン－草原の姫
ひめ

、海原をゆく－ 

佐和みずえ 作 トミイマサコ 絵 

静山社 

四年生になったら学級委員になりたいと思っ

ていた奈
な

央
お

。でもジャンケンで負けて、いちばん

地味で目立たない清
せい

掃
そう

美化委員になってしまっ

た。しかもいっしょに委員になったのは、ナマケ

モノにそっくりでやる気のない楽
ら く

くんで、奈央は

がっかり。 

ある日の帰り道、風で飛ばされた奈央のテス

トの用紙を、楽くんはあっというまに石
いし

垣
がき

をのぼ

って取ってくれた。すりむいてケガをした奈央

を、楽くんは自分が通っているボルダリングの

ジムに連れて行く。そこで、カラフルなホールド

がついた壁
かべ

を、ヒョウのようにのぼっていく先生

を見て、奈央は衝
しょう

撃
げき

を受ける。 

 

本の話をすることが大好きな、小学５年生の

空
そら

花
は

。ある日、病気になって、緊
きん

急
きゅう

入
にゅう

院
いん

するこ

とになった。病院には「あおぞら図書館」があり、

空花にとって、居心地の良い場所になった。ここ

で『長
なが

くつ下
した

のピッピ』を読んでいると、この本の

中に出てくるジンジャークッキーのいいにおいが

した。さし絵の中にいる女の子に「食べたい？」

と、話しかけられ本の中へ引っぱりこまれてしま

った空花。本の中の女の子「アオ」と本の話をす

るうちに、仲良くなるが、ちょっとしたことでけん

かをしてしまい、そのまま退院の日になってしま

う。空花は、仲直りしたい気持ちでいっぱいだっ

た。 

病院図書館の青と空 

令丈ヒロ子 著  

講談社 

広大なモンゴルの皇
こ う

帝
てい

フビライ・ハンには、コ

カチンという娘
むすめ

がいた。末
すえ

娘だが、父
ちち

親
おや

をこわ 

がることなく、思ったことをなんでも口にし、「おま

えが男ならとうに皇
こ う

太
たい

子
し

になっていた」と言われ

るほどのおてんば娘だ。ものごころついたころか

らハンとともに狩
か

りもしてきた。 

ある日、ハンの甥
おい

にあたるアルグン王がハン

の娘を妃
きさき

に欲しいと言ってきた。ハンはコカチン

を嫁
よめ

に出すことにし、コカチンは、初めて船に乗

り、遠
とお

い砂
さ

漠
ばく

の国に向かう。船
ふな

酔
よ

い、海
かい

賊
ぞく

、鬼
き

女
じ ょ

…。途中にはたいへんなことが待
ま

ちうける。 

コカチンは、無
ぶ

事
じ

たどりつけるのだろうか。 

ひみつの地下図書館 1 
クモの巣

す

で大さわぎ?! 

アビー・ロングスタッフ 作  

代田亜香子 訳 坂口友佳子 絵 

ほるぷ出版 

 十歳
さい

の女の子タリーがはたらくモレット館
やかた

は、

壁
かべ

のなかに魔
ま

法
ほう

がひそんでいるような、古くて

大きなお屋
や

敷
しき

。そこにどろぼうが入って、モレッ

トさんのブローチが盗
ぬす

まれてしまった。 

タリーがどろぼうをつかまえようと思ったある

日、お屋敷の森をぬけた崖
がけ

の近くで、石の柱が

立つ草むらを見つけた。「わたし、この場所を知

っている。ママがいなくなったのはここだ。」ママ

が残した子
こ

守
も

り歌を胸
むね

に、タリーは友達になっ

たリスのリルルンと、お屋敷の秘
ひ

密
みつ

を解
と

く冒
ぼう

険
けん

をはじめた。 


